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●
山
本　
均

　
こ
の
夏
の
猛
暑
に
は
ホ
ト

ホ
ト
参
っ
た
。
エ
ア
コ
ン
が

な
い
の
で
寝
苦
し
く
夜
中
、

何
度
も
目
が
覚
め
る
。
ベ
ッ

ド
か
ら
廊
下
へ
、
さ
ら
に
座

敷
へ
と
安
眠
を
求
め
て
さ
ま

よ
う
始
末
。

　
こ
の
一
週
間
は
「
議
会
だ

よ
り
」
の
ま
と
め
が
主
な
活

動
と
な
っ
た
。

　
１
日
（
水
）

　
午
前
中
は
委
託
先
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
本
紙
の
第
２
稿

を
読
み
込
み
、
変
更
・
修
正

部
分
を
Ｔ
Ｅ
Ｌ
に
て
連
絡
。

　
午
後
遅
く
議
会
事
務
局
へ

出
向
き
、
「
表
紙
は
語
る
」

の
部
分
を
コ
ピ
ー
し
、
関
係

者
に
手
渡
し
内
容
の
確
認
を

求
め
る
。

　
２
日
（
木
）

　
午
前
10
時
過
ぎ
関
係
者
か

ら
Ｔ
Ｅ
Ｌ
が
あ
り
、
「
表
紙

は
語
る
」
の
一
部
に
疑
問
あ

り
、
と
。
で
は
検
討
を
、
と
。

　
本
紙
の
議
員
視
察
の
記
事

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
修
正
。

　
午
後
３
時
半
、
委
託
先
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
し
、
修
正
カ
所
を
伝

え
る
。

　
３
日
（
金
）

　
午
前
10
時
、
事
務
局
へ
Ｔ

Ｅ
Ｌ
し
、
議
員
視
察
の
記
事

の
修
正
カ
所
の
直
し
を
確

認
。

　
事
務
局
へ
赴
き
パ
ソ
コ
ン

か
ら
第
３
稿
を
引
出
し
て
も

ら
う
。
「
表
紙
は
語
る
」
の

修
正
部
分
を
関
係
者
に
再

チ
ェ
ッ
ク
を
要
請
。

　
午
後
か
ら
自
宅
で
第
３
稿

   

　
議
員
月
間
リ
レ
ー
日
記

８
月

を
精
読
。
誤
り
を
数
カ
所
発

見
す
る
。

　
夕
方
、
事
務
局
へ
行
き
、

委
託
先
に
修
正
カ
所
を
伝
え

る
。
そ
の
後
修
正
済
の
第
４

稿
を
事
務
局
員
に
引
出
し
て

も
ら
う
。
自
宅
に
戻
り
精
読

す
る
。

　
４
日
（
土
）

　
昨
日
の
第
４
稿
を
念
入
り

に
チ
ェ
ッ
ク
。
関
係
者
の
来

訪
を
受
け
、
「
表
紙
は
語

る
」
の
修
正
分
を
見
て
も
ら

い
了
承
を
得
る
。

　
夕
方
、
役
場
へ
。
事
務
局

員
が
い
た
の
で
第
４
稿
を
編

集
委
員
４
人
分
の
コ
ピ
ー
と

通
知
文
の
作
成
を
依
頼
。

　
出
来
た
書
類
を
各
編
集
委

員
に
届
け
る
。

　
５
日
（
日
）

　
き
ょ
う
は
終
日
読
書
。
一

体
、
戦
前
の
帝
国
議
会
は
い

つ
消
え
た
の
か
、
気
に
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
中
村
隆
英

の
「
昭
和
史
・
上
」
。

　
戦
時
中
、
議
会
は
ず
っ
と

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
。
鍵
は

昭
和
13
年
成
立
の
「
国
家
総

動
員
法
」
。
こ
れ
で
政
府
は

一
枚
の
通
達
で
何
で
も
で

き
、
議
会
は
御
用
済
。

　
結
果
、
国
家
存
亡
の
危
機

に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
。
私

た
ち
は
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。

　
６
日
（
月
）

　
本
紙
の
第
４
稿
を
加
筆
・

修
正
し
、
委
託
先
に
渡
す
分

を
ま
と
め
る
。
役
場
始
業
前

に
事
務
局
へ
届
け
る
。

　
９
時
半
、
委
託
先
へ
Ｔ
Ｅ

Ｌ
し
、
出
来
上
が
り
を
訊

く
。
午
後
４
時
半
、
事
務
局

へ
顔
を
出
し
、
本
紙
を
打
出

し
て
も
ら
う
。
変
更
カ
所
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
決
定
稿
と
し

て
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
。　

　
７
日
（
火
）

　
議
長
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
し
て
次
回

の
本
紙
の
作
成
の
相
談
。
決

算
特
別
委
員
会
が
あ
る
の
で

掲
載
分
量
が
増
す
。
こ
の
た

め
の
補
正
予
算
を
要
請
。

●
森
田　
一

　
8
日
（
水
）
曇
り

　
台
風
13
号
の
接
近
で
朝
か

ら
風
が
強
く
、
若
郷
村
内
は

強
風
で
巻
き
上
が
っ
た
小
砂

と
海
水
が
混
ざ
り
、
上
空
で

白
く
渦
を
巻
い
て
い
た
。

　
夕
方
の
５
時
半
頃
、
若
郷

地
域
だ
け
が
停
電
と
な
り
、

８
時
過
ぎ
に
や
っ
と
回
復
。

夕
飯
時
の
２
時
間
半
の
停
電

は
各
家
庭
に
電
気
の
有
難
さ

と
「
非
常
時
の
備
え
」
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
9
日
（
木
）
晴
れ

　
台
風
13
号
は
今
朝
早
く
房

総
半
島
沖
を
通
過
し
、
本
州

へ
の
上
陸
は
な
か
っ
た
。

　
幸
い
に
し
て
、
新
島
村
に
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は
雨
、
風
に
よ
る
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
台
風
避
難
し
て
い
た
に
し

き
も
夕
方
に
は
帰
港
し
た
と

の
村
内
放
送
が
あ
っ
た
。

　
10
日
（
金
）
晴
れ

　
毎
日
記
録
的
な
暑
さ
が
続

い
て
お
り
、
今
日
の
暑
さ
も

半
端
で
は
な
か
っ
た
。

　
東
海
汽
船
は
台
風
13
号
の

影
響
で
８
日
、
９
日
と
全
面

欠
航
し
た
が
、
今
日
は
全
面

就
航
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
私
は
朝
の
ジ
ェ
ッ
ト
船
で

帰
省
す
る
娘
を
黒
根
港
に
出

迎
え
た
が
、
多
く
の
帰
省
客

が
降
り
立
つ
。

　
11
日
（
土
）
晴
れ

　
今
日
は
朝
か
ら
妙
蓮
寺
の

総
代
三
人
で
お
盆
の
飾
り
つ

け
や
各
行
事
の
準
備
に
取
り

掛
か
っ
た
。

　
12
日
（
日
）
曇
り

　
例
年
妙
蓮
寺
の
各
檀
家
に

住
職
が
棚
経
に
回
る
が
、
住

職
が
新
任
の
た
め
檀
家
一
軒

一
軒
を
案
内
し
て
回
っ
た
。

　
13
日
（
月
）
晴
れ

　
夕
方
５
時
半
、
住
職
が
梵

鐘
を
打
ち
、
６
時
か
ら
新
盆

檀
家
の
家
族
、
お
婆
さ
ん

方
、
総
代
で
、
迎
え
盆
の
行

事
を
行
っ
た
。

　
14
日
（
火
）
晴
れ

　
今
日
は
若
郷
地
域
が
一
番

賑
わ
う
お
盆
踊
り
の
日
。
私

は
、
若
い
衆
が
「
ヤ
グ
ラ
」

造
り
に
か
か
る
前
の
朝
６
時

か
ら
、
境
内
の
落
ち
葉
を
掃

き
集
め
た
。
終
り
こ
ろ
に
は

準
備
の
若
い
衆
が
集
ま
り
始

め
、
夕
方
に
は
盆
踊
り
の
ヤ

グ
ラ
や
売
店
ま
で
整
っ
た
。

７
時
か
ら
９
時
ま
で
の
盆
踊

り
は
例
年
に
な
く
賑
や
か

だ
っ
た
。

●
青
沼　
弘

　
15
日
（
水
）

　

今
日
は
長
栄
寺
で
盆
祭

（
大
踊
り
）
が
催
さ
れ
る
の

で
朝
か
ら
準
備
に
か
か
る
。

　
途
中
雨
に
降
ら
れ
心
配
も

し
た
が
、
夕
方
に
は
上
が
り

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ホ
ッ
と
し
た
。

　
自
分
は
副
団
長
と
い
う
立

場
で
役
に
つ
い
て
い
た
が
、

こ
ち
ら
も
無
事
に
果
た
す
こ

と
が
出
来
た
。

　
16
日
（
木
）
～
21
日
（
火
）

　
８
月
１
日
か
ら
民
宿
を
始

め
て
お
り
、
朝
５
時
か
ら
朝

食
を
作
り
、
日
中
は
仕
事
を

し
て
午
後
か
ら
夕
食
の
支
度

で
買
い
物
を
し
て
準
備
に
か

か
っ
た
。

　
今
年
は
、
泊
る
所
が
な
い

と
い
う
観
光
客
が
多
く
見
受

け
ら
れ
た
様
に
感
じ
た
。

●
大
沼　
弘
一

　
22
日
（
水
）

　
台
風
20
号
の
影
響
に
よ
り

波
風
と
も
に
強
く
な
る
。

　
大
潮
と
重
な
る
こ
と
も
あ

り
羽
伏
浦
の
浸
食
状
況
が
気

に
な
り
現
場
を
確
認
す
る
。

　

満
潮
ま
で
時
間
が
あ
る

が
、
か
な
り
の
波
が
護
岸
ブ

ロ
ッ
ク
に
打
ち
当
た
り
、
ま

た
回
り
込
ん
だ
波
に
よ
り
周

辺
の
崖
が
削
ら
れ
て
い
く
の

を
確
認
。

　
23
日
（
木
）

　
台
風
20
号
の
直
撃
は
避
け

ら
れ
そ
う
だ
が
波
風
と
も
に

昨
日
よ
り
強
い
。

　
羽
伏
浦
海
岸
の
浸
食
は
進

み
、
下
水
道
の
放
流
浸
透
桝

に
被
害
を
確
認
。
昨
年
の
21

号
22
号
の
被
害
か
ら
復
旧
し

た
直
前
の
こ
と
で
あ
る
。
行

政
も
頭
が
痛
い
。

　
根
本
的
な
解
決
策
を
早
急

に
検
討
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
痛
感
す
る
。

　
24
日
（
金
）

　
台
風
一
過
の
晴
天
。
メ
イ

ン
ゲ
ー
ト
前
の
護
岸
ブ
ロ
ッ

ク
の
破
損
状
況
の
確
認
。
昨

年
の
21
号
22
号
の
被
害
か
ら

復
旧
工
事
は
進
ん
で
い
な
い

が
、
被
害
は
一
段
と
拡
大
し

て
い
る
。

　
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
前
に
は
砂

浜
が
無
い
状
況
が
続
き
遊
泳

エ
リ
ア
は
2
0
0
ｍ
以
上
北

側
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
不

便
な
せ
い
か
遊
泳
者
は
皆
無

で
あ
る
。
島
の
宝
で
あ
る
羽

伏
海
岸
を
何
と
か
守
り
未
来

に
残
せ
な
い
か
思
案
す
る
。

　
25
日
（
土
）

　
若
郷
会
館
の
敷
地
内
か
ら

伸
び
て
い
る
マ
ツ
が
道
路
側

に
倒
れ
そ
う
で
危
険
で
は
な

い
か
と
の
相
談
が
あ
り
、
現

地
を
確
認
し
写
真
を
撮
る
。

台
風
被
害
で
は
な
く
か
な
り

前
か
ら
の
状
況
で
あ
る
。
倒

壊
す
れ
ば
通
行
者
や
体
育
館

に
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
懸
念

さ
れ
る
。


